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（訂正）平成 20 年３月期 決算短信の一部訂正について 
 

平成 20 年４月 24 日に発表いたしました、「平成 20年３月期 決算短信」の記載内容に一部訂正を要する

箇所がありましたので、下記のとおり訂正いたします。 

記 

１．訂正箇所（決算短信３ページ） 

１．経営成績 （１）経営成績に関する分析 電子関連部門 

２．訂正内容 

【訂正前】 

電子関連部門 

（略） 

パッケージ基板では、高密度・薄型パッケージ基板は、携帯電話向け製品の受注は拡大基調を維持

しましたが、メモリー分野やゲーム機器向け製品が企業間競争の激化により売上減となりました。ま

た、高性能・高機能パッケージ基板は、BRICｓなど新興諸国の需要拡大を背景にパソコン市場が堅調

に推移したことによる受注量の増加と次世代品への切り替えが進んだことにより売上増となりました。 

【訂正後】 

電子関連部門 

（略） 

パッケージ基板では、高密度・薄型パッケージ基板は、携帯電話向け製品の受注は拡大基調を維持

しましたが、メモリー分野やゲーム機器向け製品が企業間競争の激化により売上減となりました。ま

た、高性能・高機能パッケージ基板は、新興諸国の需要拡大を背景にパソコン市場が堅調に推移した

ことから受注量は増加しましたが、競争激化に伴う製品価格の下落により売上減となりました。 

 

以上 
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（百万円未満切捨て） 

１．平成 20 年 3 月期の連結業績（平成 19 年 4 月 1日～平成 20 年 3 月 31 日） 
(1)連結経営成績                               （％表示は対前期増減率） 
 売 上 高     営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円   ％

20 年 3 月期 
19 年 3 月期 

413,522      3.7 
398,635     25.0 

67,265    △2.5
68,960     58.3

67,573    △8.2 
73,645     73.1 

46,019    △4.7
48,307     77.9

 

 
１株当たり 

当期純利益 

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益       

自 己 資 本 

当期純利益率 

総 資 産 

経常利益率 

売 上 高 

営業利益率 
  円 銭  円 銭 ％ ％ ％

20 年 3 月期 
19 年 3 月期 

310.08 
327.72 

308.70
323.60

16.2
19.3

15.9 
18.3 

16.3
17.3

(参考) 持分法投資損益       20 年 3 月期 1,140 百万円  19 年 3 月期 1,327 百万円 
 
(2)連結財政状態 

 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円  銭

20 年 3 月期 
19 年 3 月期 

417,138 
434,859 

299,004
275,817

70.8 
62.7 

2,003.19
1,847.78

(参考) 自己資本       20 年 3 月期 295,270 百万円  19 年 3 月期 272,572 百万円 
 
(3)連結キャッシュ･フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円

20 年 3 月期 
19 年 3 月期 

79,903 
78,075 

△56,689
△70,413

△14,771 
△14,254 

68,790
60,670

 
 
２．配当の状況 
 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期末 年間 

配当金総額
(年間) 

配当性向 
（連結） 

純資産 
配当率 

（連結） 
  円 銭  円 銭  円 銭 百万円 ％ ％ 

19 年 3 月期 
20 年 3 月期 

15.00 
25.00 

25.00 
30.00 

40.00
55.00

5,894
8,142

12.2
17.7

2.4 
2.9 

21 年 3 月期 
（予想） 

30.00 30.00 60.00
 

22.9
 

 

３．21 年 3 月期の連結業績予想（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり
当期純利益

 百万円  ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円  ％ 円  銭

第２四半期連結累計期間 

通    期 
194,000 △8.2 
420,000   1.6 

26,000 △35.9
60,000 △10.8

26,000 △38.8
60,000 △11.2

16,800 △40.8 
38,600 △16.1 

113.98
261.87
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４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無 
 
(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事項の変更に記載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更  有 
② ①以外の変更   無 

〔(注)詳細は、18 ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。〕 
 
(3) 発行済株式数（普通株式） 

①期末発行済株式数(自己株式を含む) 20 年 3 月期 150,827,878 株 19 年 3 月期 149,787,058株 
②期末自己株式数  20 年 3 月期   3,428,037 株 19 年 3 月期   2,273,146株 
 (注) 1 株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、25 ページ「１株当たり情報」

をご覧ください。 
 
 
(参考)個別業績の概要 
 

１.20 年 3 月期の個別業績(平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3月 31 日) 
(1)個別経営成績                            （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高     営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円   ％

20年3月期 
19年3月期 

252,285      7.1 
235,663     26.0 

31,402   △14.2
36,600     63.7

38,396    △9.6 
42,455     66.6 

25,929    △2.2
26,509     64.6

 
 １株当たり 

当期純利益 
潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益        

 円 銭 円 銭

20 年 3 月期 
19 年 3 月期 

174.72 
179.78 

173.94
177.52

 
(2)個別財政状態 

 総 資 産      純 資 産      自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円  銭

20 年 3 月期 
19 年 3 月期 

302,536 
326,921 

223,120
215,593

73.6 
65.9 

1,510.84
1,460.72

(参考) 自己資本       20 年 3 月期 222,697 万円  19 年 3 月期 215,476 百万円 
  

２．21 年 3月期の個別業績予想（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり
当期純利益

 百万円  ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円  ％  円 銭

第２四半期累計期間 
通    期 

120,000 △4.2 
261,000   3.5 

12,000 △39.0
27,000 △14.0

13,000 △43.6
28,000 △27.1

7,300 △49.6 
16,000 △38.3 

49.53
108.55

 
 
 
 
 
 
 
 

※上記の業績予想につきましては、現時点での入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因によって、予想数値と異なる場合があります。 

イビデン㈱ (4062) 平成20年３月期決算短信



 - 3 -

１．経営成績 

（１）経営成績に関する分析  
当連結会計年度におけるわが国経済は、堅調な個人消費やアジア諸国を中心とした輸出の

増加により景気は回復基調を維持しましたものの、原油をはじめとした資源価格の高騰や米

国サブプライム問題に端を発した世界的な信用収縮への懸念など、景気の減速感が急速に強

まってまいりました。 

半導体・電子部品業界におきましては、BRICｓ諸国を中心とした需要の拡大から市場は好

調に推移しましたものの、原材料価格が高止まりしていることに加え、一部製品の在庫調整

や企業間競争の激化による価格下落も進みました。自動車排気系部品業界におきましては、

新規モデルの発売効果から自動車市場は好調を維持しましたものの、米国景気の減速や原油

高などにより、年度後半から市場環境は急速に悪化してまいりました。 

このような情勢のもと、当社グループは、新連結中期経営計画「Global IBI-TECHNO 100 

Plan」をスタートさせ、「コア事業の競争力の強化」「電子・セラミックに続く、第 3 の収

益事業の育成」「CSR 経営の実践」を活動の柱に据え、企業価値の向上と永続的に発展でき

る事業基盤の充実に全力を注いでまいりました。 

これらの結果、当連結会計年度の売上高は４，１３５億２２百万円と前連結会計年度に比

べ１４８億８６百万円（３．７％）増加いたしました。また、営業利益は、６７２億６５百

万円と前連結会計年度に比べ１６億９５百万円（２．５％）減少し、経常利益は６７５億 

７３百万円と前連結会計年度に比べ６０億７２百万円（８．２％）減少し、当期純利益は 

４６０億１９百万円と前連結会計年度に比べ２２億８８百万円（４．７％）減少いたしまし

た。 

 

事業の種類別セグメントの概況は、次のとおりであります。 

 

 電子関連部門  
プリント配線板では、FVSS(設計自由度を高めたビルドアップ基板)は、海外携帯電話市場

における端末の高機能化に伴う需要の拡大から販売が好調に推移し、売上増となりました。 

パッケージ基板では、高密度・薄型パッケージ基板は、携帯電話向け製品の受注は拡大基

調を維持しましたが、メモリー分野やゲーム機器向け製品が企業間競争の激化により売上減

となりました。また、高性能・高機能パッケージ基板は、BRICｓなど新興諸国の需要拡大を

背景にパソコン市場が堅調に推移したことによる受注量の増加と次世代品への切り替えが

進んだことにより売上増となりました。 

以上により、電子関連事業の売上高は、２，０４５億４百万円となり、前連結会計年度に

比べ０．３％減少いたしました。同事業の営業利益は、償却負担の増加に加え、原材料費の

上昇や競争激化に伴う製品価格の下落により、２５１億５１百万円となり、前連結会計年度

に比べ３４．８%減少いたしました。 
 

 セラミック部門  
環境関連セラミック製品では、DPF（ディーゼル車黒煙除去フィルター）は、欧州新車市

場におけるディーゼル車のシェア拡大や米国・アジア市場向けの受注が好調に推移したこと

により売上増となりました。また、触媒担体保持・シール材は、欧米顧客を中心に受注が拡

大したことにより売上増となりました。 

特殊炭素製品は、半導体製造装置用部材や海外向け素材の販売が好調に推移したことによ

り売上増となりました。セラミックファイバーは、工業炉向け成形品の受注停滞により売上

減となりましたが、ファインセラミックス製品は、半導体製造装置向け関連部材の販売が堅

調に推移したことにより売上増となりました。 

以上により、セラミック事業の売上高は、１，１５４億６１百万円となり、前連結会計年

度に比べ２０．０％増加いたしました。同事業の営業利益は、環境関連セラミック製品の販

売量の増加と生産性の改善により３５８億４８百万円となり、前連結会計年度に比べ 

４４．０％増加いたしました。 
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 建材部門 
住宅設備機器は、建築基準法改正に伴う住宅着工数減少の影響を受け売上減となりました。

メラミン化粧板は、マンション向けキッチン扉の販売が堅調に推移したことにより売上増と

なりました。 

以上により、建材事業の売上高は、５４０億７４百万円となり、前連結会計年度に比べ 

５．７％減少いたしました。同事業の営業利益は、原材料価格の高騰によるコスト増はあり

ましたものの、原価改善活動に努めたことにより３３億８０百万円となり、前連結会計年度

に比べ７．３％増加いたしました。 
 

 建設部門 
法面工事部門は、公共工事の減少に依然歯止めがかからない状況にあり売上減となりまし

たものの、造園工事部門は、首都圏を中心としたマンションや商業施設における植栽・外構

工事の受注が好調に推移したことにより売上増となりました。 

以上により、建設事業の売上高は、１４３億６１百万円となり、前連結会計年度に比べ 

０．５％増加いたしました。同事業の営業利益は、厳しい受注環境における原材料価格高騰

の影響により１２億４７百万円となり、前連結会計年度に比べ１１．２％減少いたしました。 
 

 その他部門  
石油製品販売部門においては、燃料油の販売価格上昇による販売量減少により売上減とな

りました。情報サービス関連部門は、医療向けソフトウェア開発の受注が好調に推移し売上

増となりました。 

以上により、その他事業の売上高は、２５１億２０百万円となり、前連結会計年度に比べ

２．４％減少いたしました。同事業の営業利益は、販売減や原材料価格の高騰による影響は

ありましたものの、それぞれの部門においてコスト削減活動を進めたことにより１５億４９

百万円となり、前連結会計年度に比べ１５．７％増加いたしました。 

 

今後のわが国経済の見通しにつきましては、米国経済の減速、原油・商品市況の高騰や為

替変動など企業の収益環境は悪化しており、景気の下振れリスクは急速に高まっております。

また、世界的規模で展開する企業間競争は今後も激化することが予測され、当社グループを

取り巻く事業環境は一層厳しい状況が続くものと思われます。 

このような情勢のもと、当社グループは、連結中期経営計画「Global IBI-TECHNO 100 Plan」

の基本方針を軸に、グローバルに通用する当社グループ独自のビジネスモデルを構築するこ

とで、持続的な成長と企業価値の増大を目指してまいります。特に、コア事業の競争力強化

につきましては、お客様との協業関係をさらに深め、顧客満足度の高い新製品・新技術の開

発を進めてまいります。また、次の成長に備え、お客様の需要にタイムリーに応えるグロー

バルな 適生産体制の構築に注力してまいります。 

以上を踏まえまして、平成２１年３月期の通期連結の業績につきましては、売上高 

４,２００億円（対前期比１．６％増）、営業利益６００億円（同１０．８％減）、経常利

益６００億円（同１１．２％減）、当期純利益３８６億円（同１６．１％減）を見込んでお

ります。 

 

（２）財政状態に関する分析  
当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、６８７億９０百万円と

なり、前連結会計年度末より８１億１９百万円増加いたしました。 
各キャッシュ・フローの概要は、次のとおりであります。 
 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動によって得られた資金は７９９億３百万円（前連結会計年度７８０億７５百万円）とな

りました。これは主に税金等調整前当期純利益６５４億５１百万円、減価償却費３９１億８２百万

円、売上債権の減少１４６億５８百万円等による増加と、仕入債務の減少１２４億４２百万円、棚

卸資産の増加５４億１４百万円、法人税等の支払２８０億４０百万円の減少等によるものでありま

す。 
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 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動に使用された資金は、５６６億８９百万円（前連結会計年度７０４億１３百万円）とな

りました。これは主に有形固定資産の取得による支出５２４億２０百万円等によります。 
 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動に使用された資金は、１４７億７１百万円（前連結会計年度１４２億５４百万円）とな

りました。これは主に自己株式の取得による支出７２億７５百万円と配当金支払による支出７４億

８百万円等によります。 
 

  なお、キャッシュ・フロー指標のトレンドは以下のとおりです。 
 

平成 17 年 3月期 平成 18 年 3月期 平成 19 年 3月期 平成 20 年 3月期

自己資本比率(%) 43.0 62.0 62.7 70.8 

時価ベースの 

自己資本比率(%) 
95.6 237.7 207.3 138.5 

債務償還年数(年) 2.7 0.6 0.2 0.2 

インタレスト・ 

カバレッジ・レシオ 
31.8 84.9 94.6 144.3 

 
（注）自己資本比率：自己資本／総資産 

   時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

   債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

   インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利息支払額 

１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出してお

ります。 

３．営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・

フローを使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている社債、借入

金の合計額を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計

算書の利息の支払額を使用しております。 

 

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

株主に対する利益還元については、単独業績、配当性向、ＲＯＥ（株主資本利益率）に加え、

企業グループとしての連結業績等の経営指標を総合的に勘案して、長期にわたる安定的な経営基

盤の確立と業績の向上による安定した配当の継続を基本方針としております。この方針に基づき、

連結配当性向３０％を中長期的な目標として徐々に引き上げてまいります。 
内部留保金の使途につきましては、企業価値の増大を図ることを目的として、中長期的な事業

拡大のため、研究開発・製造設備等に戦略的に投資し、長期的な競争力の強化を目指してまいり

ます。 
当期末の株主配当金につきましては、平成２０年５月２０日の取締役会決議により、１株につ

き５円増配し３０円とさせていただく予定です。これにより、平成１９年１１月に実施しました

中間配当金（１株につき２５円）を含めました当期の年間株式配当金は、前期に比べ１株につき

１５円増配の５５円となります。 
また、自己株式の取得についても、株主に対する利益還元の一環として、財務状況等を勘案し

ながら、積極的に実施しております。当期中におきましては取締役会決議により１，５００，０００

株を総額７２億円で取得しております。 

なお、次期の株主配当金につきましては、１株につき５円増配し６０円とさせていただく予定

であります。 
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（４）事業等のリスク 

当社グループの経営成績、財政状態及びキャッシュ・フロー等の業績に影響を及ぼす可能性の

ある事項には、以下のようなものがあります。 
なお、これらの記載には将来に関する事項が含まれておりますが、当該事項は当連結会計年度

末現在において判断しております。 
 

① 市場環境の動向 
当社グループの事業は、複数の事業セグメントから構成されており、その中でも主たる事業で

ある電子関連部門は、主に半導体メーカー、携帯電話メーカー及び各種エレクトロニクス製品を

製造するメーカーに、またセラミック部門は、主に自動車メーカーに対して製品を供給しており

ます。 
電子関連部門の製品に関しては、世界の経済情勢の動向、当社グループ製品が採用されている

製品の市場動向を注視し、中長期の市場予測に基づき生産能力の拡充を図っております。また、

製品価格の下落による影響を 小限にとどめるため、安定して供給することが可能な地域への生

産移管を進めること等により、リスクの 小化を図っております。しかし、想定外の世界の経済

情勢の悪化や製品市場の急激な変化により、当社グループの製品の需要が大幅に落ち込んだ場合

には、当社グループの業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 
セラミック部門の自動車関連製品に関しては、当社グループが製品を販売している欧州及び米

国市場における経済情勢の悪化、それに伴う自動車需要の後退により、当社グループの業績及び

財政状態に影響を及ぼす可能性があります。また、これらの主要市場で自動車から排出される排

気ガスに対する環境規制の強化が先送り又は延期となった場合や、ハイブリッド車の想定以上の

普及又は石油に代わる代替エネルギーの発展などがあった場合には、当社グループ製品の需要の

鈍化が見込まれ、当社グループの業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 
② 為替変動について 
当社グループは、海外での販売比率が高く、また世界各国に事業を展開していることから、当

社グループの外貨建ての輸出入取引や子会社の現地通貨建ての収益、費用、資産、負債は連結財

務諸表作成のために円換算されるため、為替相場の変動の影響を大きく受けることになります。 
当社グループにおいては、為替相場の変動リスクを縮小あるいはヘッジするための対策を講じ

ておりますが、為替相場の変動による影響を完全に排除することは不可能であり、米ドル、ユー

ロ等の主要通貨及び現地通貨に対して、円高が急激かつ長期に進行した場合には、当社グループ

の業績及び財政状態に大きな影響を及ぼす可能性があります。 
③ 価格競争について 
当社グループの製品については、国内外において厳しい競争下にあり、価格は、一部の新規製

品を除き主たる競争要因となっております。電子関連部門及びセラミック部門のセグメントが属

する市場においては、有力な日本企業に加え、電子関連部門の製品に関しては、台湾、韓国の競

合メーカーの台頭もあり、競争は更に激化しております。 
当社グループは、常に新規製品・技術の開発、既存技術・製法の改良を進めることにより、単

なる価格競争に陥らないよう努力を続けておりますが、価格下落の傾向が長期間にわたり継続し、

高付加価値製品の市場への安定的供給及びコスト改善活動がこれに追いつかない場合には、当社

グループの経営成績及び財政状態に大きな影響を及ぼす可能性があります。 
④ 海外での事業展開について 
当社グループは、顧客ニーズへの迅速な対応及び製品供給を行うために、販売・生産拠点の現

地化を重要な企業戦略の一つとして、積極的に生産拠点の拡充を進めております。 
従いまして、為替リスクに加え、当社グループの生産拠点がある国や地域及び一部の市場での

政情不安、経済的変動、現地における労使問題の発生や予期し得ない制度、法律又は規則の変更

等が行われた場合、若しくは特定顧客が当社グループの進出先及び市場から撤退した場合には、

海外での販売・生産が重大な影響を受け、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす

可能性があります。 
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⑤中国での事業展開について 
当社グループで生産・販売している主要製品のうち、電子関連部門製品のプリント配線板に関

しては、中国で重要な生産拠点を保有し、同国へ進出している特定顧客への供給体制を確立して

おります。 
しかしながら、同国にて突然の制度、法律又は規則の変更等の政治的要因、市場環境の急激か

つ大幅な変化等の経済的要因等に起因する予期し得ない事態が発生した場合には、当社グループ

の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 
⑥ 原材料の調達について 
当社グループは、多数の外部の取引先から原材料及び部品等を購入しておりますが、当社グル

ープ製品の製造に必要とされる主要原材料・部品の中には、限られた供給元に依存しているもの

があります。当社グループは、継続して市場に製品を供給し続けるため、原材料・部品の長期安

定供給及び低価格での供給を受けるための努力を行っておりますが、受け続けられるかどうかは、

当社グループが制御できないものを含め、需要の急増に伴う供給不足、供給先からの供給遅延及

び供給停止等、多くの要因による影響を受けます。このような事態が発生した場合には、当社グ

ループの生産活動に影響を及ぼし、顧客への製品の納入や品質確保に支障をきたす可能性があり

ます。また、原材料等の市場における需給バランスの変化等によりその価格が高騰した場合には、

製造原価の上昇を招き、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 
⑦ 設備投資について 
設備投資に関して、当社グループは、電子関連部門及びセラミック部門の国内外での生産拠点

整備のため、今後も設備投資を行う予定であります。 
投資にあたっては、将来の需要予測と当社グループの競争力を基に、投資効率を勘案して決定

しておりますが、競合他社の開発・市場参入動向、 終製品の需要動向の変化により、当初予想

した受注量を確保できない場合には、当社グループの経営成績及び財政状態に大きな影響を及ぼ

す可能性があります。 
⑧ 特定の販売先への依存について 
当社グループの一部の電子関連製品については、特定の顧客に対する販売が電子関連製品全体

の売上高に対して高い水準にあります。 
当該販売先に対しては、現時点まで継続的に製品を供給しておりますが、事業環境の変化、技

術革新等の動向により、当社グループの製品が現時点の水準を継続して供給できる保証はなく、

その場合には、当社グループの経営成績及び財政状態に大きな影響を及ぼす可能性があります。 
⑨ 製品の品質について 
当社グループは、事業展開している各国の生産拠点で所定の品質基準に基づき、各種製品を生

産しております。当社グループが提供する製品は、高い信頼性が求められるものが多いため、製

品の品質には細心の注意を払っておりますが、全ての製品について欠陥がなく、将来にわたって

も重大な品質問題を引き起こさないという保証はありません。万一、大規模な製造物責任賠償に

つながるような製品の欠陥及び品質不良が発生した場合には、製造物責任保険で賄いきれない賠

償責任を負担する可能性があると同時に、信用の失墜による売上高の低下を招き、当社グループ

の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 
⑩ 継続的な新製品開発力 
当社グループの製品は厳しい競争下にあるため、常に研究開発の継続による新製品の開発が求

められております。そのため、当社グループの収益動向に係わらず、高水準の新製品開発投資を

継続して行う必要があります。 
しかしながら、技術革新の目覚しい市場において、顧客のニーズを満足させる新技術を的確に

予想することは容易ではなく、当社グループが常に技術の変化に対応し、新製品をタイムリーに

開発・供給できるとは限りません。その場合には、当社グループの経営成績及び財政状態に大き

な影響を及ぼす可能性があります。 
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⑪ 知的財産権について 
技術開発型企業を志向する当社グループは、独自開発した技術等について特許権等の産業財産

権を取得するために出願を行っておりますが、特許庁の審査によっては、出願した内容のすべて

について権利が付与されるとは限りません。また、権利を取得しても第三者から異議申し立て等

により、取得した権利が取り消しや無効になってしまう可能性があります。 
当社グループ所有の知的財産権については、厳しく管理しており、第三者からの侵害にも注意

を払っておりますが、万一、不正使用などが行われた場合には、本来得られるべき利益が失われ

る可能性があります。また、当社グループが第三者の知的財産権を侵害したとして訴訟を提起さ

れた場合には、製造差止め請求に係る顧客への補償やこれらの係争に関連する損害賠償の発生、

あるいは新たに実施許諾を受けるためのライセンス料等の支払いが当社グループの経営成績及び

財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 
⑫ 情報セキュリティについて 
当社グループは、事業運営に関連する技術、営業、個人及び経営全般に関する情報等を多数保

有しております。これらの情報管理には、社内規定の整備、従業員教育等の対策を講じておりま

すが、予見し難い状況の発生、または故意、過失の如何に関係ない人為的な行為に起因する理由

等によって、外部に情報が流出し、第三者が不正取得、使用する可能性があり、このような事態

が生じた場合には、この対応のために生じる多額の費用負担や顧客等からの信頼の失墜が、当社

グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 
⑬ 災害等に関する影響 
当社グループでは、製造ラインの操業停止による影響を 小限にするため、生産設備の定期的

な点検、保守作業を行っております。しかし、生産施設で発生する災害、生産設備の故障、停電

等の生産活動の妨げとなる事象につきまして、完全に防止又は軽減できる保証はありません。 
現状、当社グループの日本国内における製造、研究開発拠点は岐阜県西濃地区を中心とする地

域に集中しており、地震、洪水等大規模な自然災害が発生した場合には、生産及び出荷が停止す

る可能性があります。製造拠点並びに生産設備に重大な損害が発生し、生産及び出荷が長期にわ

たり停止した場合には、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 
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２．企業集団の状況 

 イビデン株式会社（当社）の企業集団は、子会社４５社及び関連会社２社であり、事業内容

は、電子関連、セラミック、建材、樹脂、食品等の製造・販売を主に、設備工事関係、保守、

サービス等を行っているほか、グループ製品・原材料等の運送業務を営んでおります。 

 当社グループの事業内容と当該事業における位置付けは、次のとおりであります。 

区分 主 要 製 品 及 び 事 業 内 容  主  要  な  会  社 

電 

子 

関 

連 

プリント配線板、パッケージ基板、 

プリント配線板パターン設計 

当社、イビデン電子工業㈱、イビデン樹脂㈱ 

イビデン産業㈱、イビテック㈱、㈱ティーアイビーシー 

イビデン U.S.A.㈱（ｱﾒﾘｶ）、イビデン U.S.A. R&D㈱（ｱﾒﾘｶ） 

イビデンシンガポール㈱（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ） 

イビデンマレーシア㈱（ﾏﾚｰｼｱ） 

イビデンヨーロッパ㈱（ｵﾗﾝﾀﾞ） 

ｲﾋﾞﾃﾞﾝｻｰｷｯﾄｵﾌﾞｱﾒﾘｶ㈱（ｱﾒﾘｶ）（注） 

台湾揖斐電股分有限公司（台湾） 

イビデンフィリピン㈱（ﾌｨﾘﾋﾟﾝ） 

揖斐電電子(上海)有限公司（中国） 

揖斐電電子(北京)有限公司（中国） 

イビデンコリア㈱（韓国） 

揖斐電（香港）有限公司（中国） 

揖斐電電子科技（上海）有限公司（中国） 

                   （会社数 計１９社）

セ 

ラ 

ミ 

ッ 

ク 

環境関連セラミック製品、特殊炭素製品、

ファインセラミックス製品、 

セラミックファイバー 

当社、イビデングラファイト㈱、イビデンケミカル㈱ 

中部合同アセチレン㈱、サン工機㈱ 

マイクロメック㈱（ｱﾒﾘｶ）、イビデンヨーロッパ㈱（ｵﾗﾝﾀﾞ） 

イビデンＤＰＦフランス㈱（ﾌﾗﾝｽ）、イビデンフランス㈱（ﾌﾗﾝｽ）

イビデンＵＫ㈱（ｲｷﾞﾘｽ）、イビデンハンガリー㈱(ﾊﾝｶﾞﾘｰ) 

イビデンドイツ㈱（ドイツ）      （会社数 計１２社）

建 

材 

住宅設備機器、メラミン化粧板、 

化粧板関連加工部材 

イビケン㈱、イビデン建装㈱、他５社 

                    （会社数 計７社）

建 

設 

法面工事・造園工事等の土木工事の設計・施

工、各種設備の設計・施工 

 

イビデンエンジニアリング㈱ 

イビデングリーンテック㈱、他２社 

                    （会社数 計４社）

そ 

の 

他 

合成樹脂の加工業 

農畜水産物の加工業 

情報サービス業 

自動車運送業、石油製品の販売 

事務代行業、請負業 

欧州域内の投資・金融 

米国内投資・金融 

土地所有・管理 

イビデン樹脂㈱ 

イビデン物産㈱、南寧大南食品有限公司（中国） 

タック㈱ 

イビデン産業㈱ 

㈱イビデンキャリア・テクノ、㈱アイ・ケー・アイ 

イビデンヨーロピアンホールディングス㈱（ｵﾗﾝﾀﾞ） 

イビデンインターナショナル㈱（ｱﾒﾘｶ） 

ｲﾋﾞﾃﾞﾝﾌｨﾘﾋﾟﾝﾗﾝﾄﾞﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱（ﾌｨﾘﾋﾟﾝ） 

 （会社数 計１０社）

（注）イビデンサーキットオブアメリカ㈱につきましては、平成２０年９月末までに精算結了の見込みです。 
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企業集団の状況について事業系統図をしめすと次のとおりであります。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）◎連結子会社             ※1 非連結子会社で持分法非適用会社  
     ※２関連会社で持分法適用会社        ※３関連会社で持分法非適用会社  

事業分野区分 外 販 製 造 会 社 当 社 販 売 会 社 外 販

※2

合成樹脂の加工業

農畜産物の加工業

運送・石油・自動車等

情報サービス業

事務代行業・請負業

欧州域内の投資・金融

米国内投資・金融

土地保有・管理
※1

イビデンＵ．Ｓ．Ａ㈱

イビデンヨーロッパ㈱

台湾揖斐電股分有限公司

イビデンコリア㈱

揖斐電(香港)有限公司

揖斐電電子(北京)有限公司

ｲﾋﾞﾃﾞﾝｻｰｷｯﾄｵﾌﾞｱﾒﾘｶ㈱

イビデン電子工業㈱
◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎
イビテック㈱

イビデン樹脂㈱
◎

イビデン産業㈱
◎

㈱ティーアイビーシー

イビデンフィリピン㈱
◎

揖斐電電子(上海)有限公司

◎
◎

イビデンマレーシア㈱
◎

イビデンシンガポール㈱
◎

電子関連

セラミック

建 材

イビデンＵＫ㈱

イビデンヨーロッパ㈱

イビデンフランス㈱

イビデングラファイト㈱

マイクロメック㈱

イビデンケミカル㈱

イビデンＤＰＦフランス㈱

◎

◎

◎

◎

◎

◎

イビケン㈱
他３社

他２社

◎

◎

ｲﾋﾞﾃﾞﾝｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱
◎

イビデングリーンテック㈱
他２社

◎建 設

そ の 他
イビデン樹脂㈱

◎

イビデン物産㈱

イビデン産業㈱
◎

タック㈱
◎

㈱ｲﾋﾞﾃﾞﾝｷｬﾘｱ･ﾃｸﾉ
◎

ｲﾋﾞﾃﾞﾝﾖｰﾛﾋﾟｱﾝﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱

ｲﾋﾞﾃﾞﾝｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ㈱
◎

ｲﾋﾞﾃﾞﾝﾌｨﾘﾋﾟﾝﾗﾝﾄﾞﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱

◎

◎

㈱アイ・ケー・アイ
※1

イビデンU.S.A. R&D㈱

サン工機㈱
※1

イビデンドイツ㈱

揖斐電電子科技(上海)有限公司

南寧大南食品有限公司
◎

◎

イビデン建装㈱

イビデンハンガリー㈱
◎

◎

◎

◎

◎

※1

イ
ビ
デ
ン
㈱
（
生
産
・
販
売
）

中部合同アセチレン㈱
※3
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なお、 近の有価証券報告書（平成 19 年６月 22 日提出）における「関係会社の状況」から重要な変

更がないため、「関係会社の状況」の開示を省略しております。 

   

 

３．経  営  方  針 

 

平成 19 年３月期決算短信（平成 19 年４月 27 日開示）により開示を行った内容から重要な

変更がないため開示を省略しております。 

なお、当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。 

 

（当社ホームページ） 
http://www.ibiden.co.jp/ir/index.html 

（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ）） 
http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html 
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４ ． 連 結 財 務 諸 表 等  

（ １ ） 連 結 貸 借 対 照 表  

                                           （単位：百万円） 

勘  定  科  目 前連結会計年度 
（平成19年3月31日現在） 

当連結会計年度 
（平成20年3月31日現在） 

増  減 

（ 資 産 の 部 ）  

流 動 資 産 ２０４，０４５ １９７，３４０ △ 6,705

現 金 及 び 預 金 ３８，０７２ ４１，０１９ 2,946

受取手形及び売掛金 ９１，８７６ ７５，４３３ △16,442

有 価 証 券 ２３，１５８ ２８，２４９ 5,090

た な 卸 資 産 ３７，３７７ ４２，２２１ 4,844

繰 延 税 金 資 産 ４，１０６ ３，３１５ △   790

そ の 他 １０，８５２ ７，８７７ △ 2,974

貸 倒 引 当 金 △ １，３９８ △   ７７６ 621

  

固 定 資 産 ２３０，８１３ ２１９，７９８ △11,015

有 形 固 定 資 産 １７３，４６４ １７１，１０３ △ 2,361

建 物 及 び 構 築 物 ５０，７６３ ６４，１７０ 13,407

機械装置及び運搬具 ６８，７５８ ７１，４５８ 2,699

土 地 １６，２５６ １６，３８４ 127

建 設 仮 勘 定 ３３，２６４ １３，３８４ △19,879

そ の 他 ４，４２２ ５，７０５ 1,283

  

無 形 固 定 資 産 ５，２６２ ５，２８４ 22

の れ ん １，５６６ １，０５２ △   513

そ の 他 ３，６９５ ４，２３１ 536

  

投 資 そ の 他 の 資 産 ５２，０８６ ４３，４０９ △ 8,676

投 資 有 価 証 券 ４４，９０４ ３６，７１３ △ 8,190

長 期 貸 付 金 ４，０６４ ２，０９０ △ 1,973

繰 延 税 金 資 産 ２，５８７ ３，０１４ 427

そ の 他 １，５４８ ２，０５０ 502

貸 倒 引 当 金 △ １，０１９ △   ４６０ 558

  

資  産  合  計 ４３４，８５９ ４１７，１３８ △17,720
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                                           （単位：百万円） 

勘  定  科  目 前連結会計年度 
（平成19年3月31日現在） 

当連結会計年度 
（平成20年3月31日現在） 

増  減 

（ 負 債 の 部 ）  

流 動 負 債 １３５，４１２ １０９，４５５ △25,957

支払手形及び買掛金 ７１，４７３ ５８，１３８ △13,335

短 期 借 入 金 ５，７２６ ４，３１４ △ 1,411

１年以内償還予定の社債 － １０，０５１ 10,051

未 払 金 ２２，９２０ １５，２６１ △ 7,659

未 払 法 人 税 等 １５，６１３ ４，２９７ △11,316

繰 延 税 金 負 債 ３９ ３２ △     6

賞 与 引 当 金 ４，０７６ ４，２１２ 135

役 員 賞 与 引 当 金 ３１２ ３１３ 0

設 備 支 払 手 形 ５，８８８ ２，８５１ △ 3,036

そ の 他 ９，３６０ ９，９８２ 621

  

固 定 負 債 ２３，６２８ ８，６７８ △ 14,949

社 債 １２，１７８ － △ 12,178

長 期 借 入 金 ４２８ ６７６ 247

再評価に係る繰延税金負債 １７９ １７９ －

退 職 給 付 引 当 金 １，３９４ １，０７３ △   321

役員退職慰労引当金 １，４８３ ６４５ △   838

繰 延 税 金 負 債 ７，３４３ ４，６２８ △ 2,715

負 の の れ ん ３６１ ２６２ △    99

そ の 他 ２５８ １，２１３ 955

負  債  合  計 １５９，０４１ １１８，１３４ △ 40,907

（ 純 資 産 の 部 ）  

株 主 資 本 ２５４，７４５ ２８９，２４２ 34,496

資 本 金 ６３，０６４ ６４，１２７ 1,063

資 本 剰 余 金 ６７，６９６ ６８，３３６ 640

利 益 剰 余 金 １３３，５７１ １７２，１３９ 38,567

自 己 株 式 △ ９，５８７ △１５，３６１ △ 5,774

評 価 ・ 換 算 差 額 等 １７，８２７ ６，０２７ △11,799

その他有価証券評価差額金 １３，３７３ ６，００１ △ 7,372

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 ０ － △     0

土 地 再 評 価 差 額 金 ４８ ４８ －

為 替 換 算 調 整 勘 定 ４，４０４ △    ２２ △ 4,427

新 株 予 約 権 １１７ ４２３ 306

少  数  株  主  持  分 ３，１２７ ３，３１０ 183

純 資 産 合 計 ２７５，８１７ ２９９，００４ 23,186

負 債 、 純 資 産 合 計 ４３４，８５９ ４１７，１３８ △17,720
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（ ２ ） 連 結 損 益 計 算 書  
                               （単位：百万円） 

前 連 結 会 計 年 度
自 平成18年4月 １日 

至 平成19年3月31日 

当 連 結 会 計 年 度 
自 平成19年4月 １日 

至 平成20年3月31日 
科     目 

金 額 構 成 比 金 額 構 成 比 

増 減 増減率

 % %  %

売 上 高 398,635 100.0 413,522 100.0 14,886 3.7 
       
売 上 原 価 283,389 71.1 292,978 70.8 9,588 3.4

売 上 総 利 益 115,246 28.9 120,544 29.2 5,298 4.6
       
販売費及び一般管理費 46,286 11.6 53,279 12.9 6,993 15.1

営 業 利 益 68,960 17.3 67,265 16.3 △1,695 △2.5
       
営 業 外 収 益 6,548 1.6 4,395 1.1 △2,153 △32.9

受 取 利 息 934 1,229  294 
受 取 配 当 金 445 484  39 
負 の の れ ん 償 却 額 97 99  2 
設 備 賃 貸 収 益 27 23  △    3 
持分法による投資利益 1,327 1,140  △  187 
為 替 差 益 2,961 －  △2,961 
補 助 金 収 入 － 500  500 
そ の 他 755 917  162 

       

営 業 外 費 用 1,863 0.5 4,087 1.0 2,223 119.3

支 払 利 息 825 553  △  271 
有 価 証 券 売 却 損 20 －  △   20 
設 備 賃 貸 費 用 246 331  84 
為 替 差 損 － 2,627  2,627 
そ の 他 770 574  △  196 

経 常 利 益 73,645 18.5 67,573 16.3 △6,072 △8.2
       
特 別 利 益 714 0.2 1,205 0.3 490 68.7

固 定 資 産 売 却 益 154 101  △   52 
投 資 有 価 証 券 売 却 益 97 1  △   95 
奨 励 金 256 705  449 
受 取 保 険 金 87 －  △   87 
退職金制度変更に伴う利益 44 －  △   44 
貸 倒 引 当 金 戻 入 益 － 265  265 
前 期 損 益 修 正 益 1 41  40 
そ の 他 74 89  14 

       
特 別 損 失 2,695 0.7 3,327 0.8 631 23.4

固 定 資 産 除 却 損 1,089 919  △  170 
減 損 損 失 38 2  △   36 
投 資 有 価 証 券 売 却 損 45 0  △   45 
投 資 有 価 証 券 評 価 損 166 1,189  1,023 
事 業 整 理 損 － 317  317 
災 害 に よ る 損 失 17 －  △   17 
ク レ ー ム 補 償 費 1,071 594  △  476 
退職金制度変更に伴う損失 － 46  46 
前 期 損 益 修 正 損 35 3  △   32 
そ の 他 230 254  23 

税金等調整前当期純利益 71,664 18.0 65,451 15.8 △6,213 △8.7
       

法人税、住民税及び事業税 23,288 5.8 16,648 4.0 △6,639 △28.5

法 人 税 等 調 整 額 △210 △0.1 2,568 0.6 2,779 －

少 数 株 主 利 益 279 0.1 214 0.1 △   64 △23.1

当 期 純 利 益 48,307 12.1 46,019 11.1 △2,288 △4.7
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（ ３ ） 連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書  
 

前連結会計年度（自 平成 18 年 4 月 1 日 至 平成 19 年 3 月 31 日） 

 （単位：百万円）  
株主資本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本 

合計 
平成 18 年 3 月 31 日

残高 
62,779 63,904 89,231 △3,358 212,555

連結会計年度中の変

動額 
  

新株の発行 284 284  569

剰余金の配当  △3,679  △3,679

役員賞与  △243  △243

当期純利益  48,307  48,307

自己株式の取得  △9,038 △9,038

自己株式の処分  3,507 2,810 6,318

連結子会社の株式
交換による減少 

 △43  △43

株主資本以外の項目

の連結会計年度中の

変動額（純額） 
  

連結会計年度中の変

動額合計 
284 3,792 44,340 △6,228 42,189

平成 19 年 3 月 31 日

残高 
63,064 67,696 133,571 △9,587 254,745

 

評価・換算差額等 
 その他有

価証券評

価差額金 

繰延ヘッ

ジ損益 
土地再評

価差額金

為替換算

調整勘定

評価・換算

差額合計

新株 
予約権 

少数株 
主持分 

純資産 
合計 

平成 18 年 3 月 31 日

残高 
13,621 － 48 2,155 15,826 － 8,064 236,445

連結会計年度中の変

動額 
   

新株の発行    569

剰余金の配当    △3,679

役員賞与    △243

当期純利益    48,307

自己株式の取得    △9,038

自己株式の処分    6,318

連結子会社の株式
交換による減少 

   △43

株主資本以外の項目

の連結会計年度中の

変動額（純額） 
△247 0 － 2,248 2,001 117 △4,937 △2,818

連結会計年度中の変

動額合計 
△247 0 － 2,248 2,001 117 △4,937 39,371

平成 19 年 3 月 31 日

残高 
13,373 0 48 4,404 17,827 117 3,127 275,817

 

イビデン㈱ (4062) 平成20年３月期決算短信



 - 16 -

 

当連結会計年度（自 平成 19 年 4 月 1 日 至 平成 20 年 3 月 31 日） 

 （単位：百万円）  
株主資本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本 

合計 
平成 19 年 3 月 31 日

残高 
63,064 67,696 133,571 △9,587 254,745

連結会計年度中の変

動額 
  

新株の発行 1,063 1,063  2,126

剰余金の配当  △7,408  △7,408

当期純利益  46,019  46,019

自己株式の取得  △7,275 △7,275

自己株式の処分  △423 1,501 1,077

連結子会社による
非連結子会社の合
併に伴う減少 

 △43  △43

株主資本以外の項目

の連結会計年度中の

変動額（純額） 
  

連結会計年度中の変

動額合計 
1,063 640 38,567 △5,774 34,496

平成 20 年 3 月 31 日

残高 
64,127 68,336 172,139 △15,361 289,242

 

評価・換算差額等 
 その他有

価証券評

価差額金 

繰延ヘッ

ジ損益 
土地再評

価差額金

為替換算

調整勘定

評価・換算

差額合計 

新株 
予約

権 

少数株 
主持分 

純資産 
合計 

平成 19 年 3 月 31 日

残高 
13,373 0 48 4,404 17,827 117 3,127 275,817

連結会計年度中の変

動額 
   

新株の発行    2,126

剰余金の配当    △7,408

当期純利益    46,019

自己株式の取得    △7,275

自己株式の処分    1,077

連結子会社による
非連結子会社の合
併に伴う減少 

   △43

株主資本以外の項目

の連結会計年度中の

変動額（純額） 
△7,372 △0 － △4,427 △11,799 306 183 △11,309

連結会計年度中の変

動額合計 
△7,372 △0 － △4,427 △11,799 306 183 23,186

平成 20 年 3 月 31 日

残高 
6,001 － 48 △22 6,027 423 3,310 299,004
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（ ４ ） 連 結 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書  

（単位：百万円） 

期   別
 
科   目 

前 連 結 会 計 年 度
自平成18年4月 １日 

至平成19年3月31日 

当 連 結 会 計 年 度 
自平成19年4月 １日 

至平成20年3月31日 
増 減 

△

△

△
△

△

△
△

△

 
71,664 
31,471 

38 
416 
252 
548 
312 

1,009 
1,379 
825 

1,327 
154 

1,115 
51 
166 

14,102 
5,087 
13,550 

349 
1,716 

△

△
△

△
△

△

△
△

 
65,451 
39,182 

2 
413 
340 
155 
0 

1,176 
1,714 
553 

1,140 
101 

1,143 
1 

1,200 
14,658 
5,414 
12,442 

92 
6,242 

△

△
△
△
△
△
△
△
△

△
△
△

6,213
7,710

36
2

87
392
312

2,185
334
271
187
52
28
50

1,034
28,760

326
25,993

257
7,958

△
△

97,396 
736 
825 

19,231 
△
△

106,766 
1,731 
553 

28,040 △

9,370
994
271

8,808

△

△
△

△

△

△

78,075 
 

66,093 
645 

2,203 
4,493 
3,932 
173 
22 

2,235 
255 
67 

△

△
△

△

△

79,903 
 

52,420 
468 

1,488 
4,956 
448 
- 
2 
- 

1,981 
721 

△

△
△

△

△

1,827

13,673
176
714
462

3,484
173
24

2,235
1,726

653
△

△

△
△

△
△

70,413 
 

1,399 
157 

2,767 
9,038 
2,322 
3,679 

50 
200 

△

△

△
△

△
△

56,689 
 

1,548 
850 
448 

7,275 
1,077 
7,408 

18 
- 

△

△
△

△

13,723

149
692

2,319
1,763
1,245
3,729

31
200

△ 14,254 
1,404 

△
△

14,771 
332 

△
△

517
1,737

△ 5,187 
65,858 

- 

8,109 
60,670 

10 

△
13,296
5,187

10

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 
税金等調整前当期純利益 
減価償却費 
減損損失 
のれん及び負ののれん償却額 
退職給付引当金の減少額 
賞与引当金の増加額 
役員賞与引当金の増加額 
貸倒引当金の増加（減少）額 
受取利息及び受取配当金 
支払利息 
持分法による投資利益 
有形固定資産売却益 
有形固定資産等除却損 
投資有価証券売却損（益） 
有価証券等評価損 
売上債権の（増加）減少額 
たな卸資産の増加額 
仕入債務の増加（減少）額 
未払費用の増加額 
その他 

小   計 
利息及び配当金の受取額 
利息の支払額 
法人税等の支払額 

営業活動によるキャッシュ・フロー 
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形固定資産の取得による支出 
有形固定資産の売却による収入 
無形固定資産の取得による支出 
投資有価証券の取得による支出 
投資有価証券の売却による収入 
子会社株式の取得による支出 
短期貸付金の純増減額 
長期貸付けによる支出 
長期貸付金の回収による収入 
その他 

投資活動によるキャッシュ・フロー 
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額 
長期借入による収入 
長期借入金の返済による支出 
自己株式の取得による支出 
自己株式の売却による収入 
配当金の支払額 
少数株主への配当金の支払額 
その他 

財務活動によるキャッシュ・フロー 
Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 
Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 
Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 
Ⅶ 連結子会社による非連結子会社の合併に伴う 
   現金及び現金同等物の増加額 
Ⅷ 現金及び現金同等物の期末残高 60,670 68,790 8,119 
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項  
 

１．連結の範囲に関する事項 

主要な非連結子会社数 ５社 

非連結子会社である、イビデンフィリピンランドホールディングス㈱、㈱アイ・ケイ・ア

イ、サン工機㈱他２社は、いずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持

分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影

響を及ぼしていないため、連結の範囲より除いております。 

２．会計処理基準に関する事項 

①重要な減価償却資産の減価償却の方法 

有形固定資産………… 当社及び国内連結子会社は主として定率法 

            在外連結子会社は当該国の会計基準の規定に基づく定額法 

            なお、主な耐用年数は以下の通りであります。 

            建物及び構築物 ３～７５年 

            機械装置及び運搬具 ３～２２年 

 

②重要な引当金の計上基準 

役員退職慰労引当金 

主要な国内連結子会社は、主として役員の退職に伴い支給する退職慰労金に充てる

ため、内規に基づく退職慰労金見積限度額を計上しております。 

 

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更  
 有形固定資産の減価償却の方法 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い当連結会計年度より、平成 19 年４月１日

以降に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更してお

ります。 

これにより、従来の方法と比較して、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益は、そ

れぞれ１５億３７百万円減少しております。 

セグメントに与える影響は、（セグメント情報）に記載しております。 

 

なお、上記に関する事項以外は、 近の有価証券報告書（平成 19 年 6 月 22 日提出）における記載か

ら重要な変更が無いため開示を省略しております。 

 

 

注記事項 

（連結貸借対照表関係） 

                 前連結会計年度  当連結会計年度  

  １．非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。 

     投資有価証券（株式）   4,335 百万円 5,085 百万円  

２．有形固定資産減価償却累計額   170,569 百万円 196,766 百万円  

  ３．担保資産及び担保付債務      

    担保に供している資産の額 

     土       地      14 百万円  14 百万円  

     投 資 有 価 証 券               15 百万円     13 百万円  

  上記に対応する債務 

     買   掛   金      86 百万円    61 百万円  

     未   払   金      2 百万円    0 百万円  
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（連結損益計算書関係） 

  減損損失 

 当連結会計年度において、当社グループは以下の資産について減損損失を計上しております。 

場 所  種 類  用 途  

岐 阜 県 飛 騨 市 古 川 町  土 地  遊 休  

 当社グループは事業の種類別セグメントを基礎として資産をグルーピングしております。グルーピン

グの単位である各事業においては減損の兆候がありませんでしたが、遊休地の土地の価額が下落してい

ることにより、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失(２百万円)として特別損失

に計上いたしました。なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、土地については固定資

産税評価額等に基づいて算定しております。 

 

（連結株主資本等変動計算書関係） 

前連結会計年度（自 平成１８年４月１日 至 平成１９年３月３１日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項    （単位：株） 

株式の種類 
前連結 

会計年度末 
増加 減少 

当連結 

会計年度末 

発行済株式  

普通株式（注）１ 149,437,027 350,031 － 149,787,058

合計 149,437,027 350,031 － 149,787,058

自己株式  

普通株式（注）２ 2,205,603 1,509,209 1,441,666 2,273,146

合計 2,205,603 1,509,209 1,441,666 2,273,146

（注）１．新株予約権付社債の権利行使による増加です。 

２．増加の内訳は、自己株式取得による増加 1,500,000 株及び単元未満株式の買取による増加が

9,209 株であります。また、減少の内訳は、自己株式の処分による減少 992,384 株、ストック・

オプションの権利行使による減少 449,000 株及び単元未満株式の買増請求による減少 282株で

あります。 

２．新株予約権に関する事項 

目的となる株式の数（株） 

会社名 内訳 
目的となる

株式の種類 前連結会計

年度末 
増加 減少 

当連結会計

年度末 

当会計年度

末残高 

（百万円）

提出会社 

ストック・オプショ

ンとしての新株予

約権 

－ － － － － 117 

合計 － － － － 117 

（注）ストック・オプションとしての新株予約権は、権利行使期間の初日が到来しておりません。 

３．配当に関する事項 

 （１）配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額

（百万円） 

1 株当たり 

配当額 
基準日 効力発生日 

平成 18年 6月 23日 

定時株主総会 
普通株式 1,472 10 円 00 銭 平成 18 年 3月 31 日 平成 18 年 6月 26 日

平成 18年 9月 29日 

取締役会 
普通株式 2,206 15 円 00 銭 平成 18 年 9月 30 日 平成 18年 11月 30日

 

 （２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度末後となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資

配当金 

の総額 

（百万円）

1株当たり

配当額 
基準日 効力発生日 

平成 19年 5月 15日 

取締役会 
普通株式 利益剰余金 3,687 25 円 00 銭 平成19年3月31日 平成19年6月6日
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当連結会計年度（自 平成１９年４月１日 至 平成２０年３月３１日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項    （単位：株） 

株式の種類 
前連結 

会計年度末 
増加 減少 

当連結 

会計年度末 

発行済株式  

普通株式（注）１ 149,787,058 1,040,820 － 150,827,878

合計 149,787,058 1,040,820 － 150,827,878

自己株式  

普通株式（注）２ 2,273,146 1,509,495 354,604 3,428,037

合計 2,273,146 1,509,495 354,604 3,428,037

（注）１．新株予約権付社債の権利行使による増加です。 

２．増加の内訳は、自己株式取得による増加 1,500,000 株及び単元未満株式の買取による増加が

9,495 株であります。また、減少の内訳は、ストック・オプションの権利行使による減少 354,300

株及び単元未満株式の買増請求による減少 304 株であります。 

２．新株予約権に関する事項 

目的となる株式の数（株） 

会社名 内訳 
目的となる

株式の種類 前連結会計

年度末 
増加 減少 

当連結会計

年度末 

当会計年度

末残高 

（百万円）

提出会社 

ストック・オプショ

ンとしての新株予

約権 

－ － － － － 423 

合計 － － － － 423 

 

３．配当に関する事項 

 （１）配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額

（百万円） 

1 株当たり 

配当額 
基準日 効力発生日 

平成 19年 5月 15日 

取締役会 
普通株式 3,687 25 円 00 銭 平成 19 年 3月 31 日 平成 19 年 6月 6日

平成 19年 11月 1日 

取締役会 
普通株式 3,720 25 円 00 銭 平成 19 年 9月 30 日 平成 19年 11月 21日

 

 （２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度末後となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資

配当金 

の総額 

（百万円）

1株当たり

配当額 
基準日 効力発生日 

平成 20年 5月 20日 

取締役会 
普通株式 利益剰余金 4,421 30 円 00 銭 平成20年3月31日 平成20年6月9日

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

  現金及び現金同等物期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

                 前連結会計年度  当連結会計年度  

現 金 及 び 預 金 38,072 百万円 41,019 百万円 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △  561 百万円 △  478 百万円 

有  価  証  券  勘  定 23,158 百万円 28,249 百万円 

現 金 及 び 現 金 同 等 物 60,670 百万円 68,790 百万円 
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（セグメント情報） 

 １．事業の種類別セグメント情報 

前連結会計年度（自 平成 18 年 4 月 1 日  至 平成 19 年 3 月 31 日）           （単位：百万円） 

 電子関連 ｾﾗﾐｯｸ 建 材 建 設 その他 計 
消去又 

は全社 
連 結 

 売 上 高 

(1)外部顧客に対する 

 売上高 

 

205,029 

 

96,232

 

57,332

 

14,296

 

25,745

 

398,635 

 

－ 

 

398,635

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
27 61 37 15,269 6,553 21,948 (21,948) －

計 205,056 96,294 57,369 29,565 32,298 420,584 (21,948) 398,635

営 業 費 用 166,496 71,404 54,219 28,161 30,959 351,240 (21,565) 329,675

営 業 利 益 38,560 24,889 3,150 1,404 1,339 69,344 (383) 68,960

資 産 126,764 103,289 22,938 19,831 28,286 301,110 133,748 434,859

減 価 償 却 費 16,868 12,583 224 228 762 30,667 685 31,353

減 損 損 失 － － 38 － － 38 － 38

資 本 的 支 出 31,682 19,852 365 403 1,253 53,557 18,976 72,533

（注）１．事業区分の方法及び各事業区分の主要製品 
事業区分の方法は、製品系列別に次のとおり区分しております。 
事 業 区 分 主   要   製   品 

電 子 関 連 プリント配線板、パッケージ基板、プリント配線板パターン設計 

セ ラ ミ ッ ク 
環境関連セラミック製品、特殊炭素製品、 

ファインセラミックス製品、セラミックファイバー 

建 材 住宅設備機器、メラミン化粧板、化粧板関連加工部材 

建 設 
法面工事・造園工事等の土木工事の設計・施工、 

各種設備の設計・施工 

そ の 他 
合成樹脂加工業、農畜水産物加工業、石油製品販売業、 

情報サービス等の各種サービス業等 

 

２．当連結会計年度から、「ストック・オプション等に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成

17 年 12 月 27 日 企業会計基準第８号）及び「ストック・オプション等に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準委員会 終改正 平成 18 年５月 31 日 企業会計基準適用指針第 11 号）を

適用しております。これにより、従来の方法によった場合に比べ、当連結会計年度における営業費

用は「電子関連」が 75 百万円、「セラミック」が 42 百万円増加し、営業利益がそれぞれ同額減少

しております。 
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当連結会計年度（自 平成 19 年 4 月 1 日  至 平成 20 年 3 月 31 日）           （単位：百万円） 

 電子関連 ｾﾗﾐｯｸ 建 材 建 設 その他 計 
消去又 

は全社 
連 結 

 売 上 高 

(1)外部顧客に対する 

   売上高 

 

204,504 

 

115,461

 

54,074

 

14,361

 

25,120

 

413,522 

 

－ 

 

413,522

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
38 51 28 12,895 8,979 21,994 (21,994) －

計 204,542 115,512 54,103 27,257 34,100 435,517 (21,994) 413,522

営 業 費 用 179,391 79,664 50,722 26,010 32,551 368,340 (22,082) 346,257

営 業 利 益 25,151 35,848 3,380 1,247 1,549 67,176 88 67,265

資 産 130,546 96,874 23,225 14,653 31,223 296,525 120,613 417,138

減 価 償 却 費 23,357 13,233 208 283 901 37,985 1,064 39,049

減 損 損 失 － － － － － － 2 2

資 本 的 支 出 28,733 7,557 332 392 1,377 38,394 5,473 43,867

（注）１．事業区分の方法及び各事業区分の主要製品 
事業区分の方法は、製品系列別に次のとおり区分しております。 
事 業 区 分 主   要   製   品 

電 子 関 連 プリント配線板、パッケージ基板、プリント配線板パターン設計 

セ ラ ミ ッ ク 
環境関連セラミック製品、特殊炭素製品、 

ファインセラミックス製品、セラミックファイバー 

建 材 住宅設備機器、メラミン化粧板、化粧板関連加工部材 

建 設 
法面工事・造園工事等の土木工事の設計・施工、 

各種設備の設計・施工 

そ の 他 
合成樹脂加工業、農畜水産物加工業、石油製品販売業、 

情報サービス等の各種サービス業等 

２．「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」の「有形固定資産の減価償却方

法」に記載のとおり、当連結会計年度より法人税法の改正に伴い、平成 19 年４月１日以降取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく償却方法に変更しております。 

この結果、従来の方法に比較して当連結会計年度の営業費用は「電子関連」で 1,244 百万円、

「セラミック」で 230 百万円、「建材」で 14 百万円、「建設」で６百万円、「その他」で 41

百万円それぞれ増加しております。また、各セグメントの営業利益がそれぞれ同額減少してお

ります。 
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２．所在地別セグメント情報  

前連結会計年度（自 平成 18 年 4 月 1 日  至 平成 19 年 3 月 31 日）           （単位：百万円） 

 日 本 アジア 北 米 欧 州 計 
消去又 

は全社 
連 結 

 売 上 高 

(1) 外部顧客に対する売上高 

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高 

 

270,451 

 71,005 

 

23,252

30,850

 

38,602

1,213

 

66,328

407

 

398,635

103,477

 

－ 

(103,477) 

 

398,635

    －

計 341,457 54,103 39,816 66,736 502,113 (103,477) 398,635

営 業 費 用 297,037 44,763 38,901 53,674 434,377 (104,702) 329,675

営 業 利 益 44,419 9,339 914 13,061 67,735 1,225 68,960

資 産 196,144 56,509 12,624 84,109 349,387 85,471 434,859

（注）１．国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 
   ２．本国以外の区分に属する主な国又は地域 
     （１）アジア・・・シンガポール、台湾、フィリピン、中国、韓国、マレーシア 
     （２）北 米・・・米国 
     （３）欧 州・・・オランダ、フランス、ドイツ、イギリス、ハンガリー 

３．当連結会計年度から、「ストック・オプション等に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平
成 17 年 12 月 27 日 企業会計基準第８号）及び「ストック・オプション等に関する会計基準の適用
指針」（企業会計基準委員会 終改正 平成 18 年５月 31 日 企業会計基準適用指針第 11 号）を
適用しております。これにより、従来の方法によった場合に比べ、当連結会計年度における営業費
用は「日本」が 117 百万円増加し、営業利益が同額減少しております。 

 

当連結会計年度（自 平成 19 年 4 月 1 日  至 平成 20 年 3 月 31 日）           （単位：百万円） 

 日 本 アジア 北 米 欧 州 計 
消去又 

は全社 
連 結 

 売 上 高 

(3) 外部顧客に対する売上高 

(4) セグメント間の内部売上高

又は振替高 

 

285,429 

 67,622 

 

21,805

30,919

 

30,506

896

 

75,780

861

 

413,522

100,299

 

－ 

(100,299) 

 

413,522

    －

計 353,052 52,724 31,402 76,642 513,822 (100,299) 413,522

営 業 費 用 313,982 41,532 31,012 60,930 447,458 (101,200) 346,257

営 業 利 益 39,070 11,192 389 15,712 66,364 900 67,265

資 産 193,963 56,033 9,313 76,991 336,302 80,836 417,138

（注）１．国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

   ２．本国以外の区分に属する主な国又は地域 
     （１）アジア・・・シンガポール、台湾、フィリピン、中国、韓国、マレーシア 
     （２）北 米・・・米国 
     （３）欧 州・・・オランダ、フランス、ドイツ、イギリス、ハンガリー 

３．「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」の「有形固定資産の減価償却方

法の」に記載のとおり、当連結会計年度より法人税法の改正に伴い、平成 19 年４月１日以降

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく償却方法に変更しております。 

この結果、従来の方法に比較して当連結会計年度の営業費用は「日本」が 1,487 百万円、「全

社」が 50 百万円増加し、営業利益がそれぞれ同額減少しております。 
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 ３．海外売上高  
                                 （単位：百万円） 
前 連 結 会 計 年 度 （自 平成１８年４月 １日  至 平成１９年３月３１日）

 ア ジ ア 北 米 欧 州 その他の地域 計 
Ⅰ．海外売上高 １１３，９６２ ５２，９６１ ７８，２１３ １９，８１８ ２６４，９５６

Ⅱ．連結売上高  ３９８，６３５

Ⅲ．連結売上高に
占める海外売上
高の割合 

％ 
２８．６ 

％

１３．３

％

１９．６

％ 
５．０ 

％

６６．５

（注）１．国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 
   ２．本国以外の区分に属する主な国又は地域 
     （１）アジア・・・・・・シンガポール、マレーシア、フィリピン、台湾、中国、韓国 
     （２）北 米・・・・・・米国、カナダ 
     （３）欧 州・・・・・・フランス、ドイツ、フィンランド等 
     （４）その他の地域・・・中南米等 
   ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本国以外の国又は地域における売上高であります。 
 
                                       （単位：百万円） 
当 連 結 会 計 年 度 （自 平成１９年４月 １日  至 平成２０年３月３１日）

 ア ジ ア 北 米 欧 州 その他の地域 計 
Ⅰ．海外売上高 １２４，９７１ ４４，３９４ ９２，５５１ １９，６０６ ２８１，５２３

Ⅱ．連結売上高  ４１３，５２２

Ⅲ．連結売上高に
占める海外売上
高の割合 

％ 
３０．２ 

％

１０．７

％

２２．４

％ 
４．８ 

％

６８．１

（注）１．国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 
   ２．本国以外の区分に属する主な国又は地域 
     （１）アジア・・・・・・シンガポール、マレーシア、フィリピン、台湾、中国、韓国 
     （２）北 米・・・・・・米国、カナダ 
     （３）欧 州・・・・・・フランス、ドイツ、フィンランド等 
     （４）その他の地域・・・中南米等 
   ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本国以外の国又は地域における売上高であります。 
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(１株当たり情報) 
 

 
前連結会計年度 

(自 平成18年４月１日 
 至 平成19年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

１株当たり純資産額 
 

1,847円78銭
 

2,003円19銭
 

１株当たり当期純利益 
 

327円72銭
 

310円08銭
 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 
 

323円60銭
 

308円70銭
 

(注)１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

１株当たり当期純利益 

当期純利益（百万円） 48,307 46,019

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純利益（百万円） 48,307 46,019

期中平均株式数（千株） 147,406 148,409

 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

当期純利益調整額（百万円） 0 0

（うち信託手数料(税額相当控除後)）（百万円） (0) (0)

普通株式増加数（千株） 1,877 667

（うち新株予約権(千株)） (1,877) (667)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式
の概要 

―――――――― ―――――――― 

  

 

（開示の省略） 

リース取引、関連当事者との取引、税効果会計関係、有価証券、デリバティブ取引、退職給

付、ストック・オプション等、企業結合等に関する注記事項については、決算短信における開

示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略します。 
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５．財務諸表等 

（ １ ） 貸 借 対 照 表  

（単位：百万円） 

前事業年度 当事業年度 勘 定 科 目 
(平成19年3月31日現在) (平成20年3月31日現在) 

増 減 

（ 資 産 の 部 ）   

流 動 資 産  １２６，４３４ １３０，３５８ ３，９２３

 現 金 預 金  １６，２５２ １１，１０７ △ ５，１４４

 受 取 手 形  １，０４９ １，０８２ ３２

 売 掛 金  ４４，３０２ ３８，８５９ △ ５，４４３

 有 価 証 券  ２３，１５８ ２８，２４９ ５，０９０

 た な 卸 資 産  １９，２１０ ２３，６９８ ４，４８８

 前 払 費 用  ３５７ ５７５ ２１８

 短 期 貸 付 金  ７，７４７ １７，０１７ ９，２７０

 未 収 入 金  １０，９４６ ７，３４９ △ ３，５９７

 繰 延 税 金 資 産  ２，５３６ ２，３１１ △   ２２５

 そ の 他  １，１０５ ２３７ △   ８６８

 貸 倒 引 当 金  △   ２３１ △   １２９ １０２

    

固 定 資 産  ２００，４８６ １７２，１７７ △２８，３０８

 有 形 固 定 資 産  ８４，２７９ ８９，３６３ ５，０８４

 建 物  ２０，７１９ ３０，７５８  １０，０３８

 構 築 物  ４，０５２ ７，７０１   ３，６４９

 機 械 装 置  ２２，９２０ ２９，４５１ ６，５３１

 車 両 運 搬 具  １９ ６５ ４５

 工 具 器 具 備 品  ２，０３３ ３，４５３   １，４１９

 土 地  ９，６８２ ９，７２２  ４０

 建 設 仮 勘 定  ２４，８５１ ８，２０９ △１６，６４１

     

 無 形 固 定 資 産  ２，８１３ ３，２６７  ４５３

 ソ フ ト ウ ェ ア  ２，１５６ ２，１５１ △     ４

 そ の 他  ６５７ １，１１５ ４５８

    

 投資その他の資産  １１３，３９４ ７９，５４７ △３３，８４６

 投 資 有 価 証 券  ３９，１６７ ３０，７７４ △ ８，３９２

 関 係 会 社 株 式  ３８，２８５ ３８，２８５ －

 長 期 貸 付 金  ３５，３８３ ８，９２７ △２６，４５５

 長 期 前 払 費 用  １７３ ３７８ ２０５

 繰 延 税 金 資 産  － ８１１ ８１１

 そ の 他  ４３７ ４２０ △    １７

 貸 倒 引 当 金  △    ５２ △    ５１ １

    

資 産 合 計 ３２６，９２１ ３０２，５３６ △２４，３８５
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（単位：百万円） 

前事業年度 当事業年度 勘 定 科 目 
(平成19年3月31日現在) (平成20年3月31日現在) 

増 減 

（ 負 債 の 部 ）   

流 動 負 債  ９３，７５８ ７８，６２１ △１５，１３７

 支 払 手 形  ７，１８８ ６，７５０ △   ４３７

 買 掛 金  ３１，１５２ ２６，４０８ △ ４，７４３

 １年以内償還予定の社債  － １０，０５１ １０，０５１

 未 払 金  ２３，９３４ １３，１１８ △１０，８１５

 未 払 費 用  １，５９６ １，７０８   １１１

 未 払 法 人 税 等  １１，８８７ ２，８４８ △ ９，０３８

 預 り 金  ９，４５７ １２，４３３ ２，９７６

 賞 与 引 当 金  ２，３５７ ２，３６２ ５

 役 員 賞 与 引 当 金  １８０ １８０ －

 設 備 支 払 手 形  ５，５５８ ２，５５６ △ ３，００２

 そ の 他  ４４６ ２０３ △   ２４２

    

固 定 負 債  １７，５６９ ７９４ △１６，７７５

 社 債  １２，１７８ － △１２，１７８

 役員退職慰労引当金  ８８２ － △   ８８２

 長 期 未 払 金  － ７９４ ７９４

 繰 延 税 金 負 債  ４，５０８ － △ ４，５０８

    

 負 債 合 計  １１１，３２８ ７９，４１５ △３１，９１２

   

（ 純 資 産 の 部 ）   

株 主 資 本  ２０２，２５８ ２１６，７０８ １４，４５０

 資 本 金  ６３，０６４ ６４，１２７ １，０６３

 資 本 剰 余 金  ６６，０２０ ６６，６６０ ６４０

 資 本 準 備 金  ６３，４９０ ６４，５５４ １，０６３

 そ の 他 資 本 剰 余 金  ２，５２９ ２，１０５ △   ４２３

 利 益 剰 余 金  ８２，７６１ １０１，２８２ １８，５２１

 利 益 準 備 金  ３，５４８ ３，５４８ －

 そ の 他 利 益 剰 余 金  ７９，２１２ ９７，７３３ １８，５２１

 固定資産圧縮積立金  １５６ １４５ △    １１

 別 途 積 立 金  ８，６００ ８，６００ －

 繰 越 利 益 剰 余 金  ７０，４５６ ８８，９８８ １８，５３２

 自 己 株 式  △ ９，５８７ △１５，３６１ △ ５，７７４

評価・換算差額等  １３，２１７ ５，９８８ △ ７，２２９

 その他有価証券評価差額金  １３，２１７ ５，９８８ △ ７，２２９

 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益  ０ － △     ０

新 株 予 約 権  １１７ ４２３ ３０６

 純 資 産 合 計  ２１５，５９３ ２２３，１２０ ７，５２７

負債、純資産合計 ３２６，９２１ ３０２，５３６ △２４，３８５
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（ ２ ） 損 益 計 算 書  
（単位：百万円） 

前事業年度 当事業年度 

自 平成18年4月 1日 自 平成19年4月 1日 

至 平成19年3月31日 至 平成20年3月31日 
科     目 

金額 構成比 金額 構成比 

増 減  増減率

  % %  %

売 上 高  235,663 100.0 252,285 100.0 16,621 7.1
    

売 上 原 価  168,783 71.6 184,618 73.2 15,834 9.4

 売 上 総 利 益  66,880 28.4 67,666 26.8 786 1.2
     

販売費及び一般管理費  30,279 12.8 36,264 14.4 5,985 19.8

 営 業 利 益  36,600 15.5 31,402 12.4 △5,198 △ 14.2
     

営 業 外 収 益  6,652 2.8 9,762 3.9 3,110 46.8

 受 取 利 息  1,411 1,360  △  51 

 有 価 証 券 利 息  48 113  64 

 受 取 配 当 金  1,052 6,429  5,377 

 手 数 料 収 入  1,055 366  △ 688 

 設 備 賃 貸 収 益  389 369  △  20 

 為 替 差 益  2,349 ―  △2,349 

 そ の 他  345 1,123  778 

     

営 業 外 費 用  797 0.3 2,768 1.1 1,970  247.0

 支 払 利 息  373 394  21 

 社 債 利 息  87 87  ― 

 設 備 賃 貸 費 用  221 306  85 

 為  替   差  損  ― 1,862  1,862 

 そ の 他  115 117  1 

 経 常 利 益  42,455 18.0 38,396 15.2 △4,058 △  9.6
     

特 別 利 益  357 0.2 194 0.1 △ 163 △ 45.7

 固 定 資 産 売 却 益  130 81  △  48 

 投 資 有 価 証 券 売 却 益  60 ―  △  60 

 受 取 保 険 金  75 ―  △  75 

 貸 倒 引 当 金 戻 入 益  67 107  40 

 そ の 他  25 5  △  19 

     

特 別 損 失  1,304 0.6 1,849 0.7 544 41.7

 固 定 資 産 除 却 損  944 657  △ 287 

 減 損 損 失  ― 2  2 

 投 資 有 価 証 券 評 価 損  166 1,180  1,014 

 投 資 有 価 証 券 売 却 損  23 ―  △  23 

 災 害 に よ る 損 失  13 ―  △  13 

 前 期 損 益 修 正 損  0 ―  △   0 

 そ の 他  155 8  △ 147 

 税 引 前 当 期 純 利 益  41,508 17.6 36,741 14.6 △4,766 △ 11.5

     

 法人税、住民税及び事業税  16,757 11,127  △5,630 

 法 人 税 等 調 整 額  △1,758 △315  1,443 

 当 期 純 利 益  26,509 11.2 25,929 10.3 △ 579 △  2.2
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（ ３ ） 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書  

前事業年度（自 平成 18 年 4 月 1 日 至 平成 19 年 3 月 31 日）       （単位：百万円） 

株主資本 
資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金  
資本金 資本 

準備金 

その他 
資本 
剰余金 

資本 
剰余金 
合計 

利益 
準備金 

固定資 
産圧縮 
積立金 

別途 
積立金 

繰越利益

剰余金 

利益 
剰余金 
合計 

平成 18 年 3月 31 日残高 62,779 63,205 － 63,205 3,548 175 8,600 47,723 60,047

事業年度中の変動額    

新株の発行 284 284 284  

固定資産圧縮積立金の

取崩（注） 
  △9  9 －

固定資産圧縮積立金の

取崩 
  △9  9 －

剰余金の配当（注）    △1,473 △1,473

剰余金の配当    △2,206 △2,206

役員賞与（注）    △115 △115

当期純利益    26,509 26,509

自己株式の取得    

自己株式の処分   2,529 2,529  

株主資本以外の項目の

事業年度中の変動額

（純額） 

   

事業年度中の変動額 

合計 
284 284 2,529 2,814 － △18 － 22,732 22,713

平成 19 年 3月 31 日残高 63,064 63,490 2,529 66,020 3,548 156 8,600 70,456 82,761

株主資本 評価・換算差額等 

 
自己株式 株主資本合計

その他有価

証券評価差

額金 

繰延ヘッジ

損益 
評価・換算 
差額等合計 

新株予約権 純資産合計

平成 18年 3月 31日残高 △3,344 182,688 13,436 － 13,436 － 196,124

事業年度中の変動額    

新株の発行  569   569

固定資産圧縮積立金の

取崩（注） 
 －   －

固定資産圧縮積立金の

取崩 
 －   －

剰余金の配当（注）  △1,473   △1,473

剰余金の配当  △2,206   △2,206

役員賞与（注）  △115   △115

当期純利益  26,509   26,509

自己株式の取得 △9,038 △9,038   △9,038

自己株式の処分 2,795 5,324   5,324

株主資本以外の項目の

事業年度中の変動額 

（純額） 

 △218 0 △218 117 △100

事業年度中の変動額 

合計 
△6,243 19,569 △218 0 △218 117 19,468

平成 19年 3月 31日残高 △9,587 202,258 13,217 0 13,217 117 215,593

（注）平成１８年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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当事業年度（自 平成 19 年 4 月 1 日 至 平成 20 年 3 月 31 日）       （単位：百万円） 

株主資本 
資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金  
資本金 資本 

準備金 

その他 
資本 
剰余金 

資本 
剰余金 
合計 

利益 
準備金 

固定資 
産圧縮 
積立金 

別途 
積立金 

繰越利益

剰余金 

利益 
剰余金 
合計 

平成 19 年 3月 31 日残高 63,064 63,490 2,529 66,020 3,548 156 8,600 70,456 82,761

事業年度中の変動額    

新株の発行 1,063 1,063 1,063  

固定資産圧縮積立金の

取崩 
  △11  11 －

剰余金の配当    △7,408 △7,408

当期純利益    25,929 25,929

自己株式の取得    

自己株式の処分   △423 △423  

株主資本以外の項目の

事業年度中の変動額

（純額） 

   

事業年度中の変動額 

合計 
1,063 1,063 △423 640 － △11 － 18,532 18,521

平成 20 年 3月 31 日残高 64,127 64,554 2,105 66,660 3,548 145 8,600 88,988 101,282

株主資本 評価・換算差額等 

 
自己株式 株主資本合計

その他有価

証券評価差

額金 

繰延ヘッジ

損益 
評価・換算 
差額等合計 

新株予約権 純資産合計

平成 19年 3月 31日残高 △9,587 202,258 13,217 0 13,217 117 215,593

事業年度中の変動額    

新株の発行  2,126   2,126

固定資産圧縮積立金の

取崩 
 －   －

剰余金の配当  △7,408   △7,408

当期純利益  25,929   25,929

自己株式の取得 △7,275 △7,275   △7,275

自己株式の処分 1,501 1,077   1,077

株主資本以外の項目の

事業年度中の変動額 

（純額） 

 △7,229 △0 △7,229 306 △6,923

事業年度中の変動額 

合計 
△5,774 14,450 △7,229 △0 △7,229 306 7,527

平成 20年 3月 31日残高 △15,361 216,708 5,988 － 5,988 423 223,120
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６．そ の 他 

役 員 の 異 動 
 

（平成２０年６月２４日付の予定） 
 

１．代表者の異動  
   (1)新任代表取締役 

 

取締役 副社長 國嶋 眞文  

 

   (2)退任予定代表取締役 

 

代表取締役 副社長 藤川 治  当社特別顧問に就任予定 

  イビケン㈱代表取締役会長に就任予定 

    （現：イビケン㈱取締役会長） 

 

 

  ２．その他の役員の異動 

   (1)新任取締役候補 

 

取締役 米澤 敏夫 （現 ㈱東芝 取締役 代表執行役副社長） 

 

   (2)退任予定取締役 

 

取締役 高柳 誠一  

 

(3)新任取締役の略歴  
 

米澤 敏夫 (よねざわ としお) 昭和19年７月５日生 

 昭和43年４月 ㈱東芝入社 

 平成12年６月 ㈱東芝常務 

 平成15年３月 東芝松下ディスプレイテクノロジー㈱取締役社長

 平成17年６月 ㈱東芝執行役専務 

 平成18年６月 ㈱東芝取締役、代表執行役副社長（現任） 
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（参考資料）

１． 業績

増減率 増減率

（％） （％）

(100.0) 398,635 (100.0) 413,522 14,886 3.7 (100.0) 420,000 1.6

(17.3) 68,960 (16.3) 67,265 △1,695 △2.5 (14.3) 60,000 △10.8

(18.5) 73,645 (16.3) 67,573 △6,072 △8.2 (14.3) 60,000 △11.2

(12.1) 48,307 (11.1) 46,019 △2,288 △4.7 (9.2) 38,600 △16.1

434,859 417,138 △17,720 △4.1

275,817 299,004 23,186 8.4

62.7% 70.8% 

70,358 42,377 △27,981 △39.8 66,000

電 子 関 連 部 門 54,097 27,858 △26,239 △48.5 41,000

セ ラ ミ ッ ク 部 門 9,327 7,158 △2,169 △23.3 16,000

建 材 部 門 101 283 182 180.2 450

建 設 部 門 258 375 117 45.3 450

そ の 他 部 門 6,575 6,703 128 1.9 8,100

31,471 39,182 7,711 24.5

注） （　　）内は売上高比率である。

２． セグメント情報

増減率 増減率

（％） （％）

(100.0) 398,635 (100.0) 413,522 14,886 3.7 (100.0) 420,000 1.6

電 子 関 連 部 門 (51.4) 205,029 (49.4) 204,504 △525 △0.3 (54.1) 227,000 11.0

セ ラ ミ ッ ク 部 門 (24.1) 96,232 (27.9) 115,461 19,229 20.0 (25.7) 108,000 △6.5

建 材 部 門 (14.4) 57,332 (13.1) 54,074 △3,258 △5.7 (11.4) 48,000 △11.2

建 設 部 門 (3.6) 14,296 (3.5) 14,361 65 0.5 (2.6) 11,000 △23.4

そ の 他 部 門 (6.5) 25,745 (6.1) 25,120 △625 △2.4 (6.2) 26,000 3.5

<17.3> 68,960 <16.3> 67,265 △1,695 △2.5 <14.3> 60,000 △10.8

電 子 関 連 部 門 <18.8> 38,560 <12.3> 25,151 △13,409 △34.8 <10.7> 24,300 △3.4

セ ラ ミ ッ ク 部 門 <25.9> 24,889 <31.0> 35,848 10,959 44.0 <28.4> 30,700 △14.4

建 材 部 門 <5.5> 3,150 <6.3> 3,380 230 7.3 <5.2> 2,500 △26.0

建 設 部 門 <9.8> 1,404 <8.7> 1,247 △157 △11.2 <7.3> 800 △35.8

そ の 他 部 門 <5.2> 1,339 <6.2> 1,549 210 15.7 <6.5> 1,700 9.7

消 去 又 は 全 社 △ 383 88

注） （　　）内は構成比率、<　>内は各セグメントの売上に対する利益率である。

３． 経常利益の増減要因 （単位：億円）

増産及び改善効果 350 固定費の増加等 128
その他 13 売価ダウン 268

為替による影響 27
計 363 計 423

16.2%19.3%

261円87銭

150円00銭

95円00銭

経 常 利 益

当 期 純 利 益

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益

為 替 レ ー ト （ ユ ー ロ ）

総 資 産

純 資 産

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率

売 上 高

(18.4～19.3)

営 業 利 益

セ
グ
メ
ン
ト

（単位：百万円、％）

(20.4～21.3)

1社

通 期 予 想

セ
グ
メ
ン
ト

当 期前 期

持 分 法 適 用 会 社 数

310円08銭

160円04銭

40社

327円72銭

147円50銭

116円03銭 114円65銭

売 上 高

営 業 利 益

平成20年4月24日

イビデン株式会社

(19.4～20.3)(18.4～19.3) (20.4～21.3)

当 期前 期 通 期 予 想

（単位：百万円、％）

増減額

△60

減益

設 備 投 資 合 計 額

セ
グ
メ
ン
ト

為 替 レ ー ト （ Ｕ Ｓ ＄ ）

増減額
(19.4～20.3)

1社

平成２０年３月期　決算概要　（連結）

増益
差引き経常利益

の減少

自 己 資 本 比 率

減 価 償 却 費

連 結 子 会 社 数

50,000

40社



１． 当期の業績及び次期の予想

増減率 増減率

（％） （％）

(100.0) 252,285 (100.0) 235,663 16,621 7.1 (100.0) 261,000 3.5

国 内 売 上 33,059 30,785 2,274 7.4 28,500 △ 13.8

海 外 売 上 219,226 204,878 14,348 7.0 232,500 6.1

(12.4) 31,402 (15.5) 36,600 △ 5,198 △ 14.2 (10.3) 27,000 △ 14.0

(15.2) 38,396 (18.0) 42,455 △ 4,058 △ 9.6 (10.7) 28,000 △ 27.1

(10.3) 25,929 (11.2) 26,509 △ 579 △ 2.2 (6.1) 16,000 △ 38.3

55円 40円 60円

31.5% 22.2% 55.3%

△ 12,652 △ 30.6 32.4

電 子 関 連 部 門 19,292 31,334 △ 12,042 △ 38.4 20,800 7.8

セ ラ ミ ッ ク 部 門 3,926 4,644 △ 718 △ 15.5 10,500 167.4

そ の 他 5,473 5,365 108 2.0 6,700 22.4

5,623 30.9 26.9

2,147 25.3 30.7

注） （　　）内は売上高比率である。

２． 売上高明細

増減率 増減率

（％） （％）

プ リ ン ト 配 線 板 (12.6) 31,717 (11.3) 26,677 5,040 18.9 (12.4) 32,300 1.8

パ ッ ケ ー ジ 基 板 (61.2) 154,550 (64.1) 151,124 3,426 2.3 (63.5) 165,600 7.1

そ の 他 (2.4) 6,038 (3.0) 6,983 △ 945 △ 13.5 (2.0) 5,300 △ 12.2

Ｄ Ｐ Ｆ (15.6) 39,342 (13.9) 32,746 6,596 20.1 (13.6) 35,600 △ 9.5

その他セラミック (8.2) 20,636 (7.7) 18,132 2,504 13.8 (8.5) 22,200 7.6

(100.0) 252,285 (100.0) 235,663 16,621 7.1 (100.0) 261,000 3.5
注） （　　）内は構成比率である。

合 計

電

子

関

連
セ
ラ
ミ

ッ
ク

（単位：百万円、％）

当 期 前 期
増減額

次 期 予 想

(19.4～20.3) (18.4～19.3) (20.4～21.3)

従 業 員 数 2,810 2,595

30,200

研 究 開 発 費 10,639 8,492 13,900

減 価 償 却 費 23,793 18,170

設 備 投 資 合 計 額 28,691 41,343 38,000

１ 株 当 た り 配 当 金

配 当 性 向

116円03銭 95円00銭為 替 レ ー ト （ Ｕ Ｓ ＄ ） 114円65銭

7.2%

１株当たり当期純利益 108円55銭

株主資本当期純利益率 11.8%

(18.4～19.3) (20.4～21.3)

部

門

174円72銭 179円78銭

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

12.9%

平成20年4月24日

イビデン株式会社

平成２０年３月期　決算概要　（単独）

（単位：百万円、％）

当 期 前 期
増減額

次 期 予 想

(19.4～20.3)


